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内容の要旨および審査の結果の要旨
最近のinvivo実験で，乾癬に有効な治療法である８－〆トキシソラレン（８－MOP）＋長波長紫外線
(UVA）照射（PUVA）は表皮細胞のG2蓄積とそれに伴う分裂の減少を誘導することが示されたが，そ
の機序はまだ理解されていない。そこで本研究では，培養ヒト表皮ケラチノサイトを用いたinvitro実
験でPWAの細胞動態学的作用機序を検討した。
実験では３代目の培養ヒト表皮ケラチノサイトを８－ＭＯＰ（１〃ｇ／ml）添加培養液に37℃で20分間浸
漬後UVA0.4J／cIfを１回照射した。ＰUVA処置の直前及び２～120時間後の種々の時点の細胞をフローサ
イトメトリー（FCM）測定に供した。ＦＣＭにより測定した８期細胞分画（S分画）及びＧ２＋Ｍ期細胞分
画（G2＋Ｍ分画）の値，Ｇ２＋Ｍ分画におけるＭ期細胞の比率，Ｓ及びG2＋Ｍ分画におけるKi-67陽性細胞
の比率をパラメーターとした。さらに，アクリジンオレンジを用いたＤＮＡ・RNA同時測定を行った。成
績の要約は次のとおりである。
1）ＰUVA処置細胞では著しい増殖抑制がみられた。
2）ＰUVA処置細胞では，対照と比べて，８分画値は処置直後にやや減少後増加し，１２時間後にピークを
示した。Ｇ２＋Ｍ分画値は処置直後に減少したのち24時間後から120時間後まで増加し，４８時間後にピー
クを示した。しかし，Ｇ２＋Ｍ分画におけるＭ期細胞の比率は12時間後から120時間後まで著しい減少を
示した。
3）ＰUVA処置細胞では，対照と比べて，Ｇ２＋Ｍ分画におけるKi-67陽性細胞の比率が48時間後から120
時間後まで著しく減少した。
4）ＰUVA処置細胞では，７２時間後から120時間後までG2＋Ｍ分画中にRNA量の比較的少ない細胞群が
検出された。
以上の成績から，ＰUVAによるＧ２蓄積とＭ期への細胞流入の減少が確認され，またG2期に蓄積した細
胞の多くはKi-67陰性，低RNA量の細胞であることから，これらの細胞は細胞周期から離脱して静止した
状態にあるＧ２Q細胞と推測された。
本論文は，ＰUVAの細胞動態学的作用機序に関する新知見を提供したものであり，価値ある論文と評
価された。
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